
 

 

 

 

 

ソ ン グ  我らの生業 

会 長 談 話 小河節郎会長 

みなさんこんにちは、ミラノコ

ルティナオリンピックも多くの

感動とドラマを生み、一昨日閉会

式が行われました。素晴らしい競

技に胸打たれる場面がたくさん

ありました。特にフィギュアペア

では、リクリュウ日本のペアが劇的な逆転優勝を

飾った光景は、日本人のみならず、世界中の人々

に感動を与えたのではないでしょうか。その他ス

キージャンプなど、多くの競技で日本選手の活躍

が目立ちました。 

さて、今日は伊那 RC の創立記念例会です。当

クラブは 1960 年の 2 月 18 日にチャーターメン

バー26 名により創設されました。同年 3 月 4 日

には R.I に加盟承認され、本年 66 年を迎えてい

ます。 

この 1960年（昭和 35年）は、日本にとって大

きな変換期となっています。戦後の荒廃した国土

が徐々に復興してきた時期で、国民の生活水準を

西ヨーロッパの先進国並みに到達させるという

経済成長を目標に、当時の池田内閣が、「国民所

得倍増計画」を論じ、以後経済成長へと突き進む

ことになります。この頃から、1973 年頃までを

「高度経済成長期」と呼んでいます。生活水準に

も大きな変化が現れ、「テレビ・電気洗濯機・電

気冷蔵庫」の「三種の神器」が普及しています。

又カラーテレビの放送が開始されたのもこの頃

です。そして 1964 年の東京オリンピックが近づ

くと、「東京オリンピックはカラーテレビで」と

のコマーシャルが放映され、各家庭に普及したカ

ラーテレビにより、世の中が、白黒からカラーに

変わったような気がします。国民皆中流階級とい 

 

 

 

 

 

った言葉がはやり、GDPが世界第 2位となってい

ったのです。 

ロータリーも変化し、チャーターメンバーのほ

とんどが他界し、2世 3世が主流となり、会員も

100名を超えていた時期もありましたが、現在は

50 名と半減しています。我々は奉仕のための

様々な活動を行っています。世界では、力のある

国が身勝手なふるまいをしていますが。こんな中

でもロータリーは、4つのテストに示された「真

実かどうか」「みんなに公平か」「好意と友情を深

めるか」「みんなのためになるかどうか」を信条

に奉仕活動をしていこうではありませんか。 

誕 生 祝  

中山一郎 荒木康雄 鈴木正比古 菅 靖世 

結婚記念日祝  

下枝正一 唐木 章 向山賢悟 菅 靖世 

在 籍 祝 

藤澤洋二(30) 小林旬子(12) 八木択真(6) 

 

 

 

 

 

幹 事 報 告  別紙をご覧ください 

委員会報告【ロータリーの友】2月号紹介 

平和構築と紛争予防月間 本郷一博副会長 

横組み P2～会長メッセージ。P3～「平和を願う 

言葉の記録」である。日本は戦後 80年を迎えた 

が、世界では今なお紛争が続いている。P14～ロ 

ータリー研究会の記事を掲載。縦組み P2～これ 

からの時代に求められる不登校支援について。 
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伊那ロータリークラブ 

 

創立６６周年記念例会 



出 席 報 告 会員数 47名 内出席免除者 15名 

出席者 20名 事前メーキャップ0名 出席 57.14％ 

ニコニコボックス  

・平澤泰斗 創立 66周年おめでとうございます。 

先週の I.Mリハーサルご苦労様でした。3/8の

I.Mはご協力いただきます。よろしくお願い致

します。 

・松沢啓治 息子が無事高校に合格しました。 

ガバナー補佐挨拶 平澤泰斗ガバナー補佐 

本日は 66創立記念例会、誠に

おめでとうございます。66年長

きにわたり、奉仕の精神で地域

に根差した活動を、続けてこら

れた会員の皆様のご尽力に、深

く敬意を表します。新たに戦略

委員会もつくられて、独立した委員会として活動

される予定と聞いております。行動計画に沿った

活動が、公共イメージの向上、会員増強になるこ

とと思います。 

さて、3月 8日はインターシティーミーティン

グが開催されます。ホストクラブとして、皆様に

ご協力をいただくこととなりますのでよろしく

お願いいたします。 

テーマは～災害の記憶を忘れずに～「共に備え、

共に守る 地域の未来」といたしました。この伊

那谷は自然の恵み豊かな地域ですが、同時に災害

と向き合ってきた地域です。「三六災害」では甚

大な被害がありました。「平成 18 年 7 月の豪雨」

では、伊那市では初めての 1 万人に及ぶ避難勧

告・避難指示が出されました。しかし、避難され

なかった方も多くいたと聞いております。また、

令和 6年 8月には「南海トラフ臨時情報」が令和

７年 12 月には「北海道・三陸後発地震情報」が

発表されましたが、家具の転倒防止や、避難経路

の確認をした人は、数パーセントにとどまったと

いう調査結果もあります。今回のインターシティ

ーミーティングは、皆さまに新たな視点と行動を

もたらし、地域全体で備えを高める場にしたいと

考えております。 

また、5 月 14 日には、上伊那グループ合同チ

ャリティコンペを予定しております。これは伊那 

 

クラブと伊那中央クラブさんとの合同コンペの

表彰式の席で、上伊那グループ合同のゴルフコン

ペを開催したらとの話が出ました。私もインター

シティーミーティングの他に、上伊那グループの

皆さまが集まって、親睦を深めることが出来ない

かを考えておりましたので、各クラブのクリスマ

ス会に訪問した際に、各クラブの会長・幹事さん

にその旨をお話ししたところ、賛同していただき

ましたので、開催することにいたしました。幹事

は伊那中央 RCの澁谷恵二さん、副幹事は伊那 RC

の飯島松一さんです。ゴルフをなさらない方も懇

親会には参加していただき、親睦と友好の輪を広

げていただきたいと考えております。皆様のご参

加をお願いいたします。 

最後になりましたが、今日お集りの皆様のご健

勝と、伊那ロータリークラブのさらなる発展を祈

念いたしまして、お祝いの言葉とさせていただき

ます。本日は誠におめでとうございました。 

在 籍 表 彰 

藤澤洋二会員(30年) 

第 66期ロータリー財団寄付認証者発表 

メジャードナー (18回) 中川博司 
(16回) 藤澤秀敬 

ＭＰＨＦ (8回) 藤澤洋二 (8回) 荒木康雄 
  (3回) 平出吉範 (1回) 山崎秀亮 

ＰＨＦ 矢島 豪 
ロータリー財団寄付額 
  ポリオプラス寄付金  ＄1,461.00 
  平和センター寄付金  ＄65.00 
  毎年 1万円寄付金   ＄1,558.56 
  個人年次寄付金    ＄5,000.00 
  個人年次寄付金(全員) ＄649.50 
  合  計      ＄8,734.06 
第 65期米山記念奨学会寄付認証者発表 
米山功労者マルチプル (5回) 中山一郎 
米山記念奨学会寄付 
  普通寄付(クラブ寄付) 147,000円 
  特別寄付       100,000円  
  合 計      247,000円 
 
 


